《卒論元型》の使いかた

1． 卒業論文は別のファイルとして作っておく。

２．《卒論元型》へ自分の卒業論文ファイルからコピー＆ペーストをする。

　　①自分の原稿を全文選択し、「編集」メニューでコピーする。

　　②「編集」メニューから「形式を選択して貼り付け(ペースト)」を選び

　　　「テキスト」を指定する。

　　③「編集」メニューから、ペーストする。

３．「ファイル」メニューから「名前を付けて保存」を選び、

　　　新しい題名をつけて別個のファイルとして保存しなおす。

！注！

自分で設定した文書のままペーストすると、コピー元のフォントや文字サイズまで写してしまい、行数や文字数が正式な設定からずれてしまいます。

また可能なかぎり、自宅のマシンや、二枚以上のフロッピーディスクを使って、確実なバックアップを取ってください。データが破損などした場合でも、提出期限は変わりません。

《卒論元型》の用紙設定はＡ４・横、フォントはＭＳ明朝・10.5ポイントを使用しています。字送り（文字間）は12.05pt、行送り（行間）15.35ptを指定してあります。ページ番号（ノンブル）設定もしてありますのでそのまま印刷してください。
提出体裁についての注意

●　創作提出者

創作と副論文で別々にファイルを作り、それぞれ１からページ番号を振ってください。その際、《創作用　もくじ他》を使い、「総目次」を最初のページにつけて提出してください。同ファイルの中に「扉」や「もくじ」の元型も入っていますので、氏名・題名などを入力の上、利用してください。

●　論文提出者

《論文用　もくじ他》を使い「扉」や「もくじ」の元型に、氏名・題名などを入力して提出してください。章組みは自由に変化させてかまいませんが、参考文献はかならず併記してください。

●　その他

可能な人は、卒業論文の提出と同時に、提出用データの入ったフロッピーディスクも添付していただきます。このフロッピーディスクを提出してもらって結構です。

